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寺
Ｉ
６
３

　
０
６

清
１
２

　
Ｈ
こ

　
り
８

宝
Ｊ
５

宝
清
寺
橘
墓
苑
指
定
石
材
店

泉
石
」
・
の
武
蔵
家
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お
彼
岸
は
、
ご
先
祖
を
ご
供

養
す
る
時
期
で
あ
る
と
共
に
、

私
た
ち
の
人
間
性
を
豊
か
に
し

て
い
く
努
力
の
一
週
間
で
す
。

彼
岸
と
は
、
私
た
ち
人
間
が
到

達
す
べ
き
理
想
的
な
世
界
を
指

し
て
い
ま
す
。
お
釈
迦
さ
ま
は
。

理
想
の
彼
岸
へ
渡
る
た
め
に
「

六
つ
の
行
い
」
を
お
説
き
に
な

し
で
Ｓ

’
;
Ｓ
ｌ
ｊ
ｌ
‐
ｊ

Ｍ

ａ

￥
４
．
ｇ
Ｍ

一
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
布
施

し
て
修
行
す
る
う
ち
に
、

他
の
五
つ
も
こ
れ
に
伴
っ
て
く

。
目
蓮
聖
人
は
、
お

題
目
の
修
行
の
中
に
こ
の
「
六

つ
の
行
い
」
全
て
が
含
ま
れ
て

い
る
と
お
述
べ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
お
彼
岸
の
一
週
間
、

人
生
の
意
義
を
よ
り
高
め
る
た

め
に
少
し
で
も
「
六
つ
の
行
い

」
を
心
掛
け
、
お
題
目
の
修
行

に
励
み
、
ご
先
祖
の
供
養
に
努

め
ま
し
よ
う
。

　
　
「
た
ち
ば
な
」
の
孟
蘭
盆
号

　
（
第
六
号
）
か
ら
ゾ
ハ
回
に
渡

っ
て
「
六
つ
の
行
い
」
の
一
つ

. ・ ・ － . －

つ
に
つ
い
て
、
詳
し
く
解
説

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

☆
銀
行
振
込

　
（
多
摩
中
央
信
用
金
庫
秋
川
支
店
）

普
通
預
金
口
座
番
号
1
7
‐
1
5
1
6
2
4
9

※
多
摩
信
聞
で
の
振
込
の
場
合
ネ
ッ

　
ト
入
金
と
串
し
出
れ
ば
費
用
は
無

　
料
で
す
。

　
（
方
法
は
、
入
金
伝
票
に
金
額
と
左

　
下
に
あ
る
印
字
と
い
う
欄
に
氏
名

　
を
記
入
し
、
窓
口
で
ネ
ッ
ト
入
金

　
と
申
し
出
る
。
）

尚
、
金
額
や
納
入
の
有
無
等
、
不
明

　
　
の
方
は
ご
遠
慮
な
く
お
尋
ね
下

　
　
さ
い
。
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ぁ
暇
岫
穿
ｙ
り
作
皿
″
ｔ
。

　
昨
年
四
月
よ
り
随
身

と
し
て
、
客
殿
・
山
門

の
建
築
な
ど
大
切
な
事

業
推
連
中
に
勤
務
し
て

く
れ
た
、
大
越
一
俵
君

が
二
月
末
日
を
以
て
白

坊
に
帰
り
ま
し
た
。
後

任
に
は
、
本
年
四
月
に

在
正
大
学
大
学
院
の
二

年
に
な
る
作
田
光
照
君

一
に
決
定
、
ス
月
か
ら
週

四
目
勤
務
し
て
く
れ
る

事
に
な
り
ま
し
た
。
大

越
君
同
様
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

森
田
弥
一
様
の
後
任

･ - 7 - ■ ㎜ ㎜ ㎜

¥
･
９
９
Ｑ
ｌ
ｔ
　
〕
!
ｊ
’
寺
よ
り
候
補
者
を

新
規
取
り
替
え
工
事
完
成

　
　
「
た
ち
ば
な
」
四
号
で

お
知
ら
せ
致
し
ま
し
た
、

本
堂
の
天
井
を
一
部
格
天

上
（
ご
う
て
ん
じ
よ
う
）

を
含
む
、
新
規
取
り
替
え

エ
事
は
順
調
に
進
行
し
、

三
月
中
旬
に
は
完
成
の
は

こ
び
と
な
り
ま
し
た
。
春

の
お
彼
岸
の
墓
参
の
折
り

に
、
ご
本
尊
さ
ま
に
参
拝

し
、
ご
覧
下
さ
い
。

ご
ボ
し
‘
総
代
・
匪
話
人
会

一
に
は
か
り
、
決
定
次
第

一
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

★
墓
参
用
お
花
・

　
お
線
香
を
常
備
★

４
Ｗ
Ｉ
¥

　
}
|
・
皿
０
０
田
口

叔
？
四
緑
誓
曾

　
　
１
　
０
０
ぼ
Ｉ
い

　
（
お
彼
岸
の
期
間
中
）

に
ほ
げ
］

秋
川
市
小
川
一
〇
一

局
番
（
ｏ
四
二
五
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　
五
八
一
二
六
六
三

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
五
八
一
六
三
八
七

住
職
石
井
前
踪
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●
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Ｉ
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参
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φ
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Ｉ
・
―
昏
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ｅ
畢
蓼
巻
一
φ
一
１
１
・
参
９
番
●
１
一
番
ｅ
●
・

１
・
一
・
・
春
奉
１
ゆ
・
今
春
φ
争
Ｉ
ｅ
ｌ
参
ｌ
ｅ
・
一
春
・
一
・
・
・
１
一
春
φ
・
φ
１

一
巻
・
一
・
春
・
１
・
ｌ
ｆ
参
争
一
１
●
参
ｌ
ｅ
巻
参
・
春
・
春
・
・
・
・
Ｉ
・
・
・
・
・

・
・
ｌ
ｅ
Ｉ
参
を
・
・
摯
廓
Ｉ
・
・
ｅ
Φ
Ｉ
ｅ
轡
一
・
φ
・
・
番
・
・
ｅ
・
参
・
・
４
・
・

争
奪
　
　
―

争
・
加
ゆ
ゆ
１
Φ
や
・
・
．
φ
・
・
φ
や
争
争
ゆ
・
・
・
・
φ
Ｉ
秦
・
番
ｅ
参
φ
●
φ
参
・
―
・
１
・
・
・
―
・
１
・
ゆ
・
・
Ｉ

・
・
１
・
や
・
・
φ
・
・
ｅ
●
●
・
・
１
４
１
・
・
・
・
φ
・
ゆ
φ
・
＠
Ｉ
・
一
・
φ
・
・
＠
・
１
・
一
拳
争
Ｉ
・
一
・
●
泰

φ
・
一
●
ｅ
Ｉ
ゆ
・
一
・
・
１
１
・
・
・
１
・
Ｉ
Ｉ
一
・
１
一
番
・
一
●
・
・
・
・
ｅ
Ｉ
φ
・
Φ
φ
・
ｌ
ｅ
●
１
一
ｌ
ｅ
ｌ
ｓ
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言
血
甘
作
窟
第
忠
附
言
｛
生
身
ナ
ｔ
暉
楽
器
十
三
蜂
｝
エ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｅ
ｌ
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月
一
　
三
月
十
七
目
～
二
十
三
日
は
春
の
お
彼
岸
で
す
。
彼
岸

３
｝
の
中
日
を
「
春
分
の
目
」
と
定
め
、
そ
の
日
を
真
ん
中
に

年
　
し
た
、
前
後
七
日
間
を
お
彼
岸
と
呼
ん
で
い
る
わ
け
で
す

５
一
が
、
こ
の
お
彼
岸
は
お
盆
が
民
間
信
仰
と
し
て
伝
え
ら
れ

成
Ｔ
た
の
に
対
し
て
、
純
然
た
る
仏
教
行
事
で
す
。
し
か
も
、

平なばちた

イ
ン
ド
・
中
国
に
も
な
い
日
本
独
特
の
仏
教
行
事
で
す
。

い
か
に
も
日
本
ら
し
い
宗
教
的
し
き
た
り
と
し
て
、
私
た

ち
の
生
活
の
中
に
深
く
関
わ
り
を
も
っ
て
、
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。
「
春
分
の
日
」
も
秋
の
’
「
秋
分
の
目
」
も
昼

と
夜
の
長
さ
が
大
体
同
じ
で
、
太
陽
は
真
東
か
ら
上
り
真

酉
に
沈
み
ま
す
。
こ
う
し
た
自
然
現
象
か
ら
彼
岸
を
「
自

　
然
を
た
た
え
、
生
物
を
い
つ
く
し
む
目
」
と
定
義
し
、
こ

・
の
七
日
間
を
左
に
も
右
に
も
片
寄
ら
な
い
仏
教
の
「
中
道

実
践
週
間
」
と
し
ま
し
た
。
お
彼
岸
は
私
た
ち
が
仏
道
の

修
行
を
心
掛
け
、
ご
先
祖
に
感
謝
し
ご
供
養
に
励
む
時
で

- - 一 一 一 一

」
現
地
管
理
事
務
所
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
四
二
五
一
五
〇
―
二
三
二
三

　
も
あ
り
ま
す
。
お
彼
岸
に
際
し
各
家
の
お
墓
を
清
掃
し
、
ご

］
先
祖
の
御
雲
お
慰
め
致
し
ま
し
よ
う
。

　
ｙ
ｊ
］
出
ハ
ー
鍬
に
一
片
玲
Ｊ
Ｉ
換
］
簾
を
・
］
ｔ
士

　
お
彼
岸
に
際
し
塔
婆
供
養
を
お
勧
め
致
し
ま
す
。
お
塔
婆

は
故
人
の
追
善
供
養
の
た
め
に
遺
族
や
親
戚
の
人
た
ち
に
よ

っ
て
立
て
ら
れ
ま
す
が
、
お
釈
迦
さ
ま
が
亡
く
な
ら
れ
た
時

に
供
養
の
た
め
に
立
て
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
、
お
　
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
布
施
・

塔
婆
は
大
き
く
は
宇
宙
と
わ
れ
わ
れ
人
間
の
身
体
を
表
し
て
『
持
戒
・
忍
辱
・
精
進
・
知
恵
の

い
ま
す
。
入
間
と
宇
宙
を
Ｉ
つ
と
み
な
し
、
お
塔
婆
を
立
て
こ
ハ
つ
で
す
。
こ
の
教
え
は
、
一

る
こ
と
に
よ
っ
て
仏
教
の
い
う
徳
が
示
さ
れ
る
訳
で
す
。
　
一
つ
一
つ
独
立
し
て
い
る
わ
け
で

※
お
塔
婆
の
申
込
は
同
封
の
葉
書
か
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、

　
平
成
四
年
度
管
理
料
報
出
口

昨
年
度
は
火
災
保
険
を
一
億
円
に
増
額
し
そ
の
料
金
支
払

本
堂
回
り
り
さ
雫
打
・
占
い
塔
婆
保
管
場
所
設
置
・
境
内

整
備
・
清
掃
等
に
使
用
し
ま
し
た
。

　
法
華
経
の
第
十
六
晶
は
「
如
来
寿
量
品
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
「
晶
」
と
は

章
の
こ
と
で
、
散
文
で
書
か
れ
た
「
長
行
」
と
「
詩
」
の
形
で
説
か
れ
た
「
褐
」

の
部
分
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
「
褐
」
の
部
分
は
「
自
我
得
仏
来
」
で
始
ま

る
こ
と
か
ら
「
自
我
褐
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
お
経
は
仏
の
寿
命
は
永

遠
の
生
命
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
歴
史
上
の
お
釈
迦
さ
ま
を

通
し
て
、
そ
の
背
後
に
宗
教
上
の
お
釈
迦
さ
ま
を
仰
ぐ
思
想
を
、
は
じ
め
て
開
顕

し
た
お
経
で
す
。

こ
の
お
経
は
法

言
え
ま
す
。

そ
の
意
味
で
、

華
経
の
核
心
と

「
自
我
偏
」

前
半
で
は
、
お
釈
迦
さ
ま
が
悟
り
を
得
て
、
繰
り
返
し
現
実
世
界
に
現
れ
、
悩

苦
し
む
人
々
を
救
済
さ
れ
る
こ
と
が
明
か
に
さ
れ
、
後
半
で
は
、
お
釈
迦
さ
ま

入
滅
は
、
人
々
を
教
化
す
る
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
が
、
有
名
な
「
良
医

ののみの

た
と
え
」
に
よ
っ
て
説
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
お
経
で
、
永
遠
の
生
命
で
あ
る
木

仏
の
相
が
わ
か
り
ま
す
・
当
山
で
は
ご
法
事
の
時
‘
こ
の
お
経
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
「
平
成
五
年
度

　
　
　
管
理
科
納
入
の
お
願
い
」

　
平
成
四
年
度
の
管
理
料
の
納
入

に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
檀
家
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
ほ

と
ん
ど
の
方
に
、
納
入
頂
き
ま
し

た
。
旧
お
檀
家
の
方
で
未
納
の
方

が
若
干
あ
り
ま
す
が
、
平
成
三
年

か
ら
管
理
料
の
納
入
を
お
願
い
し

て
、
今
年
で
三
年
目
に
入
り
ま
し

た
。
今
年
度
は
是
非
、
お
檀
家
全

員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。
納
入
は
次
の
方
法
で
お

願
い
致
し
ま
す
。

☆
お
彼
岸
な
ど
墓
参
の
時
に
持
参

　
す
る
。

筆

頭

総

¥
４
Ｅ
ｔ
ｌ

　
第
二
十
五
世
師
父
目
延
上
人

の
代
よ
り
三
十
数
年
に
渡
っ
て

世
話
人
か
ら
総
代
を
経
て
、
現

在
で
は
、
筆
頭
総
代
と
言
う
重

要
な
責
務
を
果
た
さ
れ
て
い
た

森
田
弥
一
様
が
、
一
身
上
の
都

描
郊
誦
力
擢
廻

合
で
二
月
末
日
を
以
て
退
任
し

た
い
と
の
申
し
出
が
あ
り
、
や

む
を
え
な
い
事
情
と
判
断
し
、

他
の
総
代
・
世
話
人
の
皆
様
と

も
相
談
の
結
果
、
受
理
致
し
ま

し
た
。
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